
令 和 ６ 年 ２ 月 ２ ０ 日 

      民生文教常任委員会説明資料 

教育部学校教育改革推進室 

Ａｓｈｉｙａ ＰＥＡＣＥプロジェクトについて 

１ 趣旨 

  Ashiya PEACE プロジェクトとは、「ちょうどの学び（一人ひとりの個性や特性、興味関心、 

理解度等を踏まえた公正で最適な学び）」を実現するため市立学校園の実情に応じて取り組むべ

き手段・方法について本市オリジナルで検討し、実践するプロジェクトです。 

   約１５０年前から続く、「みんなで同じことを同じペースで一律に」といった教育が段々と難 

しくなってくる中、学校も多様な個性、背景、願いをもった子どもたちが学び合う場となってき 

ました。一人ひとりの個性が認められ、響き合い、共に新たな価値を創造する教育への転換が求 

められています。 

何よりどの子にとっても、学校が安心して過ごせる場所でありたいと考えています。 

個々の“今の自分”というものをそのまま認め、子どもたちの内にある四つの本能的欲求（「知 

りたい欲求」「作りたい欲求」「コミュニケーションしたい欲求」「表現したい欲求」）を大事にし

ながら、「対話」を通した最適な支援を心がけていきながら、「未来」に生きる子どもたちにとっ

て、それぞれのWell beingを目指して推進します。 

２ 添付資料 

・Ａｓｈｉｙａ ＰＥＡＣＥプロジェクト（概要） 

 別添資料（1）のとおり 

  ・Ａｓｈｉｙａ ＰＥＡＣＥプロジェクト Ｒ６年度実施予定の主な事業について 

   別添資料（2）のとおり 

３ 今後の予定 

(1)  Ashiya Education Day 3Days（案） 

 ・Day1（in summer）「地域とともにこれからの教育について語る」 

 ・Day2（in autumn）「教師の探究」 

・Day3（in winter）「子どもの探究」 

(2)  PEACEプロジェクト研修（仮称）（案） 

 ・テーマ案「いじめ予防・ちがいを認め合うとは？―アートの視点から―」 

・テーマ案「ワークショップを通じた子どもたちの対話力の育成をめざして」 

・テーマ案「デジタル地球儀『さわれる地球』から探究的な学びを共に考える」 

・テーマ案「社会の変化とこれからの学校教育～主体性と当事者意識～」 

・テーマ案「子どもの自律を支える学校経営～生徒指導の手法・保護者対応～」 
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令和５年度学力・学習状況調査の分析から
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自ら問いを立て、学んだことが実生活や社会とつながっている、そんな実感がも

てるような学習となるよう、教師も探究していきたいと考えています。 

夢中になって学ぶ、夢中になって遊ぶ、時として失敗をするかもしれませんが、

そこを乗り越えていく力のみなもとは、何かに夢中になること、それが人に認め

られ、受け入れられることと考え、将来に渡って「学びの基盤」ともなる幼児期か

らの体験の積み重ねを引き続き大事にしていきます。 

探 究 

体 験 
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    ※教員の勤務時間 8:15～16:45 です。 

教員の超過勤務の縮減にも引き続き努めていきます。 

✏デジタル採点システム導入(中学校) 

✏学校業務サポーターのさらなる活用

 各校に配置されている学校業務サポーターの業務として、文部科学省通知（令

和5年9月 8日）に挙げられている「学校徴収金の徴収・管理」「授業準備（補

助的業務）」を中心に教員の負担軽減、業務整理を進めていきます。 

働き方
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互いに認め合うこと（自分のこと・相手のこと）を大事にしていきます。 

✏特別支援コーディネーター研修 

個別の教育的ニーズのある幼児児童生徒に対して、自立と社会参加を見据え、

同じ場で共に学ぶことを追求します。多様な教育的ニーズに的確に応え、柔軟な

支援ができるよう、専門性の向上、支援内容の充実を目指します。 

〇特別支援教育研修会の充実（特別支援教育センター主催） 

※学校現場からの声を受けて、テーマを決めます。 

・子どもの見方と指導（言語・数量等に関して） 

・子どもの見方と指導（情緒・社会性に関して） 

・保護者対応と発達障害 

〇コーディネーター研修の充実 

・校園内の関係者や関係機関との連絡調整 

・特別支援センターや専門家チームとの連携 

・校内支援委員会の充実 

より主体性、協働性が求められる世の中になっています。 

子どもたちの声を聴く、子どもたちを信じて、任せて、やらせてみることも大事

にします。仲間とつながり合い、安心を感じながら、未来を切り拓いていく力をつ

けていってほしいと思います。 

✏ちょっと聞かせて。 

✏校則の見直し 

学校ごとに取組みは進められています。自分たちで、よりよい学校生活にして

いくために話し合い、決めていくことも大事にしています。

ダイバシティ

協働・主体性
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Ashiya PEACE プロジェクト
「Ｒ６年度実施予定の主な事業について」

別添資料（2）
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出典：内閣府総合科学技術・イノベーション会議「Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」
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